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冬季(平成27年3月13日撮影)

JR中央本線
地点8

事業実施区域

画角：APS-C：

35mm広角

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-15-3(9) 各調査地点における眺望の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-15-3(10) 各調査地点における眺望の状況 

夏季(平成25年7月30日撮影) 秋季(平成25年10月13日撮影)

冬季(平成25年3月1日撮影) 春季(平成25年5月4日撮影)

原地区(沿道)
地点7

事業実施区域 事業実施区域

事業実施区域
事業実施区域

画角：APS-C：

35mm広角
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9-15-2 予測、環境保全措置の検討及び評価の結果 

(1) 発電所の存在に伴う景観・風景への影響  

1) 予測 

① 予測項目 

予測項目は、発電所の存在による景観・風景への影響として主要な眺望点からの

景観の変化の程度とした。 

② 予測方法  

本事業計画に基づき、景観予測図(フォトモンタージュ)の作成による検討を行い、

予測地点及びルートから風景の変化を予測する手法とした。 

③ 予測地点・ルート 

予測地点及びルートは景観・風景の調査地点及びルートと同様とした。 

④ 予測対象時期 

予測対象時期は、存在・供用時に本事業による工作物の視認性が最も高い時期と

した。時期の選定については、四季を通じ最も工作物の視認の変化があると予測さ

れる国道 20 号沿道の東京から 104.0km 地点及び 104.5km地点の 2 地点で、煙突高

35m での景観予想図を四季（春季、夏季、秋季及び冬季）作成し比較検討を行なっ

た。上記 2地点の景観予想図は、図 9-15-5～6に示すとおりである。これら 2地点

における検討結果から、冬季(落葉期)において工作物の視認性が最も高いことが確

認できたため、予測対象時期については冬季を対象とした。 

⑤ 予測条件 

ｱ. 予測及び評価の対象とする複数案 

景観の予測・評価は発電所の煙突高の複数案について検討することとする。発

電所の煙突高については、表 9-15-3 に示すとおりである。この複数案による煙

突高の違いによってそれぞれの景観への影響が考えられる。 

 

   表 9-15-3 発電所の煙突高の複数案に関する景観への影響の特徴 

 

 

 

 

ｲ. 建物等施設について 

主な建物等施設は、表 9-15-4に示すとおりである。 

 

 

 

 

景観への影響の特徴
1案　35m 2案、3案に比べ影響が少ない
2案　50m 1案に比べ影響が大きく、3案に比べ影響が少ない
3案　70m 1案、2案に比べ影響が大きい

複数案

煙突高
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表 9-15-4 主な建物等施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｳ. 予測及び評価を行う複数案 

予測・評価を行う複数案の組み合わせは、表 9-15-5に示すとおりである。 

煙突高については、高さの違いにより景観への影響が異なること、35m(1案)で

は視認できない場合でも 50m(2案)の場合に視認される可能性のあること、70m(3

案)の場合の影響が最も大きいと想定されることから、煙突高については全ての案

を「地域の風景の変化の程度」の予測・評価の対象とする。 

 

表 9-15-5 予測・評価を行う複数案の組み合わせ 

 

 

 

 

 

⑥ 予測結果 

ｱ. 各地点及びルートの景観・風景の予測結果 

予測結果は表 9-15-7(1)～(2)、各地点の景観予想図は図 9-15-5(1)～22(5)、予

想される計画地からの可視範囲は図 9-15-23(1)～(3)に示すとおりである。本事

業計画に伴う新たな発電所や煙突の出現により、里山景観の一部が消失し、地域

の風景が変化する。 

また、各調査地点において視距離、水平見込み角、仰角、俯角、メルテンス値

及びスカイラインの分断の有無について数値解析を行い、その数値から各地点の

景観への予測を行った。なお、上記予測の根拠は視距離、水平見込み角、仰角、

構　造 鉄骨造
高　さ 17m

面　積 約1200m2

構　造 鉄骨造
高　さ 29m

面　積 約600m2

構　造 鋼製サイロ
高　さ 26m

面　積 約500m2

構　造 鉄骨造
高　さ 35m
排出口径 1.4m

高さ30m送電用の鉄塔

計画の概要施設

蒸気タービン施設

ボイラ支持架構

燃料受入棟

ダクト(煙突)

予測ケース 煙突高
ケース1 35m
ケース2 50m
ケース3 70m

環境影響要因
複数案

施設の存在による景観(最大高29m)及
び送電用鉄塔(30m)

存在・供用時
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俯角、スカイライン分断の有無については表 9-15-6に示す「国土技術政策総合研

究所資料第 714 号 土木研究所資料第 4254 号道路環境影響評価の技術手法(平成

24 年度版) 14.景観(国土交通省 国土技術政策総合研究所 独立行政法人土木研

究所, 平成 25 年)」、メルテンス値の区分は山梨大学工学部循環システム工学科

HP： (http://www.js.yamanashi.ac.jp/~skita/kei6.htm)の記載に従った。 

視距離の区分は全視点 18 地点のうち、「近景（500m 以内）」が 9 地点、「中景

(500m-3km)」が 4地点であり、山の陰などで調査地点からほとんど計画地が視認

できないと予測される地点は 5地点あった。対象物が目立つようになる水平見込

み角が 10°を超える地点は 10 地点、対象物への圧迫感が感じられ始める仰角

18°付近の地点は 3地点、対象物への圧迫感が残る仰角 30°付近の地点は 1地点

であった。また、メルテンス値については、「対象全体の形を瞬時に認識できる位

置」と判断される値が 2付近の地点は 1地点、「対象と背景が等価となる」と判断

される値が 3付近の地点は3地点、「対象は背景と一体化し環境の一部となる」と

判断される値が4付近の地点は3地点、値が5以上である地点は2地点であった。

スカイラインの分断による有無は笹子河川親水公園において煙突高 70m設定時に

その先端がスカイラインに届くと予測された以外では建物によるスカイラインの

分断は無いものと予測された。 

これらの結果から、風景の変化の程度が最も大きい地点・ルートは笹子河川親

水公園、国道 20号沿道の東京から 104.0km付近前後 100mのルート及び原地区沿

道と予測されたが、調査地点と工作物の間に樹木がある国道 20号 104.5kmは春か

ら秋にかけては樹木により工作物の存在が冬季より遮られることが予測された。

風景の変化の程度を示す地点及びルートを図 9-15-4に示す。 
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表 9-15-6 視距離、水平見込み角、仰角、俯角及びスカイラインの分断の有無の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典) 国総研資料第 714号 土木研究所資料第 4254号道路環境影響評価の技術手法(平成 24年度版) 
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じ
る

角
度

1
0
°

を
大

き
く

超
え

る
こ

と
か
ら

風
景

は
大

き
く

変
化

す
る

と
予

測
さ

れ
る

。
メ

ル
テ

ン
ス

値
も

各
地

点
・

ル
ー
ト

と
比

較
し

て
比

較
的
値

が
低

く
、

メ
ル

テ
ン

ス
の

法
則

に
よ

れ
ば

「
対

象
と

背
景

が
等

価
と

な
る

」
と

判
定

さ
れ

る
。

9
-
1
5
-
8
7
～

9
1

地
点

7
2
6
7
.
1

4
9
.
8

5
4
7
.
9

1
4
.
9

無
3
.
8

無
水

平
見

込
み

角
が

4
9
.
8
°

仰
角

1
4
.
9
°

で
あ
り

、
構

造
物

を
見

る
人

が
圧

迫
感

を
感

じ
る

角
度

1
0
°

を
大

き
く

超
え

る
こ

と
か

ら
風

景
は

大
き

く
変

化
す

る
と

予
測

さ
れ

る
。

9
-
1
5
-
9
2
～

9
6

景
観

は
変

化
せ

ず

5
国

道
2
0
号

(
ル

ー
ト

)

景
観

は
変

化
せ

ず
9
-
1
5
-
4
6
～

4
7

9
-
1
5
-
5
8
～

6
1

景
観

は
変

化
せ

ず

6
原

地
区

沿
道

(
ル

ー
ト

)

表
9-
15
-7
(1
) 

景
観
・
風
景
予
測
結
果
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表
9-
15
-7
(2
) 

景
観
・
風
景
予
測
結
果
 

番
号

場
　
所

ル
ー
ト
地
点
名

視
距
離

(m
)

水
平
見
込
み
角

(
°
)

視
点
標
高

(m
)

仰
角

俯
角

メ
ル
テ

ン
ス
値

ス
カ
イ
ラ

イ
ン
の
分

断
予
測
結
果

参
照

ペ
ー

ジ

7
J
R
中
央

本
線

地
点
8

30
0

40
.0

55
2

14
.6

1.
4

4.
2

無

視
距

離
の

指
標

は
「

近
景

」
と

区
分

さ
れ

、
対

象
の

要
素

や
デ

ィ
テ

ー
ル

が
目

に
つ

き
や

す
い

領
域

と
な

る
。

水
平

見
込

み
角

は
4
0
.
0
°

と
な

り
、

構
造

物
を

見
る

人
が

目
立

つ
と

感
じ

る
1
0
°

を
超

え
る

こ
と

か
ら

、
風

景
は

変
化

す
る

と
予

測
さ

れ
る

。
メ

ル
テ

ン
ス

の
法

則
に

よ
れ

ば
、

「
対

象
は

背
景

と
一

体
化

し
環

境
の

一
部

と
な

る
」

と
判

定
さ

れ
る

。
仰

角
は

1
4
.
6
°

で
あ

り
、

圧
迫

感
を

感
じ

始
め

る
1
8
°

よ
り

は
鋭

角
で

あ
る

も
の

の
、

対
象

物
全

体
が

み
え

る
た

め
、

対
象

物
を

見
る

人
に

と
っ

て
は

圧
迫

感
を

感
じ

る
と

予
測

さ
れ

る
。

ス
カ

イ
ラ

イ
ン

の
分

断
は

無
い

も
の

と
予

測
さ

れ
る

。

9
-
1
5
-
9
7
～

1
0
1

備
考

)
　

1
.
計

画
地

か
ら

の
位

置
関

係
に

つ
い

て
は

、
対

象
事

業
実

施
区

域
の

中
心

を
起

点
と

し
た

場
合

の
位

置
関

係
で

あ
る

。

　
　

 
　

2
.
仰

角
・

俯
角

・
メ

ル
テ

ン
ス

値
は

最
も

景
観

的
に

負
荷

の
高

い
煙

突
高

7
0
m
先

端
の

角
度

で
計

算
し

た
。

　
　

 
　

3
.
メ

ル
テ

ン
ス

値
=
視

距
離

/
(
6
1
8
.
9
m
※

煙
突

高
7
0
m
標

高
-
各

視
点

標
高

)

D
/
H
=
1
(
仰

角
4
5
度

)
の

と
き

は
「

対
象

全
体

を
一

瞥
し

て
見

る
こ

と
が

で
き

ず
細

部
が

鑑
賞

さ
れ

る
」

D
/
H
=
2
(
仰

角
2
7
度

)
の

と
き

は
「

対
象

全
体

の
形

を
瞬

時
に

認
識

で
き

る
位

置
」

D
/
H
=
3
(
仰

角
1
8
度

)
の

と
き

は
「

対
象

と
背

景
が

等
価

と
な

る
」

D
/
H
=
4
(
仰

角
1
4
度

)
の

と
き

は
「

対
象

は
背

景
と

一
体

化
し

環
境

の
一

部
と

な
る

」
参

考
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成
2
4
年

度
版
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25000分の1地形図　笹子（国土地理院）

図 9-15-4 景観・風景予測結果 
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図 9-15-5(1) 景観地点位置図 (東京から 104.0km) 
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図 9-15-5(2) 景観予想図(国道 20号沿道・東京から 104.0km、煙突高 35m：春季) 
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図 9-15-5(3) 景観予想図(国道 20号沿道・東京から 104.0km、煙突高 35m：夏季) 

10
4.
0k
m地

点

煙
突

高
3
5
m

事
業
実
施
区
域

画
角
：
A
P
S-
C
：

35
m
m
広
角

建
物
の
大
半
が
見
え
る



9-15-24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-15-5(4) 景観予想図(国道 20号沿道・東京から 104.0km、煙突高 35m：秋季) 
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図 9-15-5(5) 景観予想図(国道 20号沿道・東京から 104.0km、煙突高 35m：冬季) 
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